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　緑のまち活では、専門家や庭づくりを実践する方と意見交換を
した１月に続き、第２回では実際にみなさんが育てていきたい庭
や花壇をデザインしてみます。
　造園の専門家も同席するほか、集まったみなさんでアイデアを共有し、
次年度以降のコミュニティガーデンのプランづくりにもつなげましょう！
◆日　　　時　２月25日（土）　午後1時～３時
◆場　　　所　女川フューチャーセンターカマス
◆持　参　物　筆記用具、お持ちであれば色鉛筆、ガーデニング関係の本
◆参　加　費　無　料
◆申 込 方 法　�第２回から参加される方のみ、①お名前、②電話番号を

左ページ下の問合せ先までお知らせください。
※�第3回（3月4日[土]予定）では、先進的な街並みの日帰り視察を予定していま
す！視察のみご希望の方は、定員に限りがあります。お早目にご連絡ください。

「まち活通信Vol.26」でご紹介した、みなさんの“こんなことしてみたい”アイ
デアが次々と実現しています！

　「レンガみちを舞台に、町民みなさんが主役となれるイベントを」「思い出の写真をなくした方に
宝物となる写真をプレゼントしたい」と、手作り感いっぱいの撮影イベントを開催します。地元の
プロの美容師とカメラマンが、あなたを美しいマダムに変身させます。この機会に駅前商業エリア
に足を運んでみませんか。女川町まちなか交流館でお待ちしています！
◆日時・場所　2月16日（木）午前10時～午後３時　女川町まちなか交流館
◆今回の対象　60歳以上の女性の方
◆持　参　物　お気に入りの洋服をお持ちください（着物の貸出しも可）。
　　　　　　　キレイになる小物を準備してお待ちしています。
◆参　加　費　500円（ヘアメイク、着付け、撮影、写真フレーム代含む）
◆申 込 方 法　�2月13日（月）までに、①お名前・ご年代、②連絡先を、下

記申込み先までお知らせください。
◆申 込 み 先　堂賀光枝（カフェごはんセボラ）　☎090-7936-4439
　　　　　　　みなとまちセラミカ工房　　　　☎98-7866
※特別な配慮やお手伝いが必要な方も、お気軽にご相談ください。
※�ご希望の方は、撮影したお写真を、同時開催の「女川に恋して　恋しちゃった写真
展」（６面を参照）に展示することもできます。

女川の方が作った美味しいお菓子とお茶を準備して、お待ちしています♪

❶女川マダム

❷ガーデニングデザインをしましょう

ちょっとおしょすぃげっど、きれいに
なって、思い出の写真撮ってみねぇすか！
若者と高齢者をつなぐ年代である50代女性が中心となって企画しました

思い出の
写

真を撮り
ま

せんか？



緑のまちづくり情報
　まち活事務局では、（公財）練馬区環境まちづくり公社「みどりのまちづくりセンター」（東京都練馬区）
の紹介で、同地区の緑のまちづくりの様子を見学してきました。
●とにかく花が好きで進めてきた！「防災まちづくり」にも一役買っています！（練馬区北泉町会）
　「コミュニティができていないと、何か起きた時に心配です。防火・防災訓練の参加者不足問題も、コ
ミュニティ活動を通して解決できました。その取り組みの一つが「花咲く小
路づくり」活動です。花が好きなことは、みなさん共通です。同センターの
行う「景観まちなみ協定」を知り、かけ合って協定を結んで、活動を広めてき
ました。周りに花が増えて幸せです」と住民の方は話していました。
●オープンガーデン 暮らしと庭 in 大泉学園町「とあるお庭のさんぽ日」
　思い入れたっぷりの素敵なお庭を、地域に広く開放している方にお話を伺
いました。「分譲当初は、木もない宅地でしたが、植物が好きで植えて育てて
きました。最初は見知らぬ人に庭を案内するのは不安でしたが、同センター
のサポートで決めました。今は、来てくださった方と植物の話ができて楽し
いです。友達の輪も広がっています」と笑顔で話してくれました。
　詳しくは、ホームページをご覧ください♪

HP  http://nerimachi.jp/

　NPO法人アスヘノキボウの後藤大輝さんは、昨夏に実施した出島での
体験について、「サマーキャンプで見つけた出島の魅力」と題した報告を
12月15日に出島・寺間のみなさんへ行い、島民のみなさんと一緒に島の
魅力マップを作りました。
　現在、この集まりの会の名前の募集や、島の魅力マップを充実させる
写真集めといった活動を始めています。

漁師体験や星空キャンプ、大学生たちが魅力を体感
　大学生・大学院生（外国人を含む）約40名が、出島の番屋で１泊キャンプを行いまし
た。船に乗るのも初めてという都会の学生たちは、島に向かうことだけで相当にワクワク。
養殖などの漁師体験では、獲ったものをその場で食すなど、自然の恵
みを全身で味わいました。
　学生たちから島のみなさんへのお礼は、バーベキュー。美味しいお
肉を食べ、島のお父さん・お母さんたちと星降る夜空（天然プラネタリ
ウム）の中、たくさんお話ししたそうです。学生たちに、島の一番の魅
力を尋ねると、「島の人そのもの、その温かさです」と語ってくれました。

▶島の魅力マップは、完成後みなさんの目に触れるところで活用していきます

◆問合せ先　女川町まちづくり推進協議会事務局（役場復興推進課復興調整係）
　　　� ☎54-3131内線291　メールアドレス：fukko7@town.onagawa.miyagi.jp
　　　　○まち活フェイスブック　 @onagawatown 　で検索

あなたの活動をみなさんに紹介しませんか？
まち活通信やSNSを通じて、町内のまちづくりの活動を発信しています。

下記の問合せ先までご連絡をお待ちしています。

～若者が思い描く出島の未来は～
出島で                始まりました
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